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難民の自立に向けて

ルーク農場の変遷と未来

ソマリア事業担当鴇田三芳

４月１日から，エチオピアとソマリア両国代表がモガディシュにて合同委員会を開き，

４日，1977年のオガデン紛争以来断絶していた外交関係を再開することで合意した。じつ

に紛争発生から11年，難民流入から10年ぶりである。

また，難民をとりまく固定的な状況にも変化が現われてきた。ＵＮＨＣＲ（国連難民高等

弁務官事務所）は，難民発生からつづけてきた「難民の生命維持」の援助から，「難民の

自立」をめざす援助へと，その内容をより具体的に実行しはじめている。さらにＮＧＯ（民

間非営利団体）も，ＵＮＨＣＲと歩調をあわせ，「難民が難民でなくなる」ような活動に主

力をそそいでいる。

２名のＪＶＣスタッフがソマリアに入ってちょうど今年で５年になる。プロジェクトの規

模，内容ともに「難民の自立」に向けて大きく前進してきた。しかし，今でも重要な課題

を内包するのも事実である。

今年１月，私は１年数カ月ぶりにソマリアを訪れ，この目で現場を見，人々と話し合っ

てきた。それらもふまえ，難民たちをとりまく状況とわれわれの課題を報告したい。

トウモロコシの取り入れに忙しい農民(ユニット７）

Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ７９
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表1．ソマリアの国際収支
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(出典）PerformanceｏｆｔｈｅＳｏｍａｌｉＥｃｏｎｏｍｙｉｎｌ９８４，

MinistryofNationalPlanning，Junel985/世界銀

行/ＩＭＦ推定

(注）貿易収支の大幅赤字を移転収支（海外からの贈与援助と

海外での出稼労働者の送金），及び公共部門による海外

からの中長期資金の借入によって補うような実態がある。

国交の再開

４月５日，新聞各社の紙面に「エチオピアとソマ

リアが国交再開で合意」と大きくのった。それによ

ると，①国境周辺に配置されている両国の軍隊を今

年５月１５日までに撤収，②捕虜の交換，③相手国内

にある反政府組織への支援や相手政府への中傷をや

めることで，基本的な合意に達したという。この背

景として，両国とも深刻な国内問題をかかえ，その

解決を優先しなければならない事'情があろう。

この合意によって，両国の関係修復は期待できよ

う。しかし，ソマリアにいる難民がすぐにも故郷エ

チオピアに帰り，難民問題が根本的に解決するよう

なことが起きるのだろうか？

限られる本国帰還者

1986年12月から再開された本国帰還プログラムに

よって，今年１月までに4501人がエチオピアに帰っ

た。ＵＮＨＣＲでは今後もつづける予定であり，両国

の国交再開がこれを促進するであろう。しかし，公

称87万といわれる難民のほとんどが帰還できるとは

私には思えない。

ご存じのように，エチオピア国内では飢餓が再び

拡がっている。とりわけ北部の被害が深刻である。

このためにエチオピア政府は，北部の住民を南西部

へ移住させる再定住計画を続けている。このような

内情を考えれば，一度エチオピアから流出した84万

人もの難民，それも現政権に銃口をむけたソマリ族

の彼ら全部を受け入れるだろうか。われわれJVCス

タップが，すでに帰還したはずの難民が何人かキャ

ンプに戻っているのを見たという。たぶん帰還先で

の生活がうまくゆかなかったのであろう。

もちろん，少なくても従来程度の規模で本国帰還

プログラムは続けられるであろうし，その意義は認

められる。だが，他の解決方法も取らねばなるまい。

ＵＮＨＣＲの新たな方針
今年３月，ついにＵＮＨＣＲは，「食糧配給を徐々

に停止する」と公表した。もちろん，この計画の前

提には，「難民たちが援助を受けずに食っていく道

をえる」ことがある。実際，当面もっとも可能性の

大きいのはソマリア国内で農業を営むことであろう。

ＵＮＨＣＲの今年の指針にもこの点が明確に打ち出さ

れており，具体的には，自立を前提にした農業プロ

ジェクトを行うＮＧＯを優先的に支援するとともに，

世界銀行（WorldBank）の資金をもとに大規模な

｢ファルジャノ定住計画」もすすめるという。ファル

ジャノはシュベリ川下流にあり，農業に適した土地

ときく。

またＵＮＨＣＲは，難民救助のためにソマリア政府

の下部機関として設立された，ＲＡＵ（注1）やIITT

(注2）などへの支援を低減し，これらを管轄各省に

統合するという，思いきった方針も打ち出した。ソ

マリア政府がこの方針をのむか否かは分からないが，

その方針は評価に値する。

本国帰還に比べ，ソマリア国内での定住の方がよ

り現実的であると思われるが，その際に忘れてはな

らない点がある。それは，数10万もの難民を受け入

れるソマリア国内の厳しい経済状態である。'慢性的

な貿易赤字はその一例である。（表１）

したがって，難民の国内定住を成功させるには，

難民にのみ援助の恩恵が届くのではなく，もともと

ソマリアに住んでいた人々にもその恩恵が波及する

ような活動を行うべきであろう。この点を十分考慮

するならば，「難民だからＵＮＨＣＲが」という縦わ

り的な発想から一歩踏み出て，他の国連機関やＮＧＯ

などとも協力し合い，農業以外の分野へも多面的に

展開する必要があろう。

ルーク農場の変遷

プロジェクトの開始当時から，われわれは，一つ

の夢を実現しようと努力してきた。それは，異なる

部族を入殖させ，協力して農場運営を行うことであ

った。つまり，「一つの農場を共有することで部族

－３－
Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ７９
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生活を支える女と子ども

女'性たちと子供たちの存在をぬきにして，難民た

ちの将来は考えられない。

難民キャンプでは壮年男性の割合が非常に低く，

ほとんどの男たちは大して働かない。もちろん，働

く機会が制限されているのは，多かれ少なかれ，ど

この難民キャンプも同じである。しかし，日々の生

活までは誰も面倒をみてくれないので，女性と子供

(特に女子）の労働はあまり減らない。難民キャンプ。

の生活は外部からの援助と女子供によって支えられ

ている，と言っても過言ではない。

そこでＪＶＣは，彼ら女性と子供たちをターゲット

にしたプログラムも拡大してきた。現金収入をえる

－４－
Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ７９
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ンで提供したり，水路などの建設，営農指導などを

行うだけである。彼ら難民たちは，数年以内にロー

ンをＪＶＣに返済しなければならない。したがって，

比較的安いコストで多くの農場を迅速に建設でき，

彼らの自立心を促進させる効果もある。ここ１，２

年で農場拡張がすすみ155ｈａとなったのはこのため

である。

とはいえ，利点ばかりではない。この方式は，援

助依存症になってしまった難民をプロジェクトにま

きこみ難い点がある。つまり，やる気のない難民を

切り捨てかねないのである。また，難民たちとの密

接なコミュニケーションがなくても，それなりにプ

ロジェクトはすすめられる。そのために，彼らが難

民になった背景や深刻な問題など，彼らの「心の深

部」をわれわれは理解できないことがある。

／
シ、

／
／
／

／
／
／

ﾉ‘/瞬きｧ国境へ
（約30ｋｍ）

問題を越える」ことである。まさにそれは，全地球

的な問題の解決にも何らかの糸口を与えてくれるも

のと考えてきた。

現在まで９カ所の農場を建設してきたが（図1），

その内ユニット１，４，５が異部族混成である。大

きな夢をかけただけ，逆にこれらの農場は問題が多

い。特にＪＶＣが初めて手がけたユニット１は，異部

族混成というリスクにくわえ，年老いた農民たちが

多く土地も痩せているなどの悪条件が重なり，昨年

９月，一時的に農場を閉鎖せざるをえなくなった。

そして今年１月，再び農民たちを選抜したのだが，

部族問題が起きて，この農場は土地を提供してくれ

た地元民に戻すことにした。ただ，ユニット４と５

は，ユニット１の反省にたって建設したため今では

重大な問題を抱えていないので，異部族融和の夢は

消えていない。

ところで，これまでの経験からわれわれが学んだ

のは，部族問題の難しさだけではなかった。もうひ

とつの点は，「与え過ぎも問題だ」ということであ

る。われわれは，「難民に何かしてやろう」と勝手

に思い込み，また時間に追い立てられ，本来必要が

なかった援助や協力までもとかく行いがちである。

その後に残るのは，疲れと多額の出費，そして難民

の依存心であるにもかかわらず。

この２つの教訓から，われわれはグループ･ファ

ーミング方式に移行した。ＪＶＣが農場を造ってから

難民に分配するのではなく，自主的に農業を始めよ

うとするグループに最小限の協力をする方式である。

ＪＶＣは，ポンプ，ディーゼル燃料，農具などをロ－



手助けとしてのインカム・ジェネレーティング，技

術的トレーニングや補助的教育などを目的としたコ

ミュニティー・サービスである。具体的には，パン

屋，かじ屋，水屋，帽子通，焼き物クラス，英語ク

ラスなどである。希望者も多く順調に運営されてい

る。

まだまだ微々たる収入であり，教育効果が現われ

るまでには時間がかかるが，難民たちがソマリア国

内に定住するうえで，その基礎になりえると思う。

木が育つ，しかし木々は消えていく
農場ばかりでなく，マガネイ難民キャンプの約８０

％にも植林した。この地に適した外来種をJVCが育

苗し，各難民の家庭に配った。水やりなどの面倒は

彼ら自身が行っている。うっそうと茂るまでには

何年もかかるだろうが，先が楽しみである。

いつぽう，１年数カ月ぶりに訪ねたこともあろう

が，昔からこの地にあったブッシュがキャンプから

さらに遠くなったような気がした。外来種は１年も

すれば，人間の背丈を優に越え，すぐ森になる。だ

が，長い目で見れば，この地に適した地元のブッシ

ュの方がより大切である。

とはいえ，ただ手をこまねいて木々の喪失を見て

いるより，難民自身が少しづつでも身の回りに木を

植え育ててゆく意義は十分あろう。

ダム建設

ソマリア政府は，世界銀行（WbrldBank）の協

力をえて，ジュバ川下流のバルデラに多目的ダムを

建設する予定である。うまく話がすすんでも７年近

くかかるが，もし実現すれば，ハルバ難民キャンプ

以北を除く，ほとんどの農場が水没する。図１を見

ていただければ分かるように，ユニット１から５ま

でが水没する可能性が大きい。

この影響は，われわれの活動を展望するうえで無

視できないものの，いまだに調査段階であり，当面

はその推移を見守りたい。

転換期を迎えたＪＶＣ

ここ１年ほどの間に，プロジェクトの規模，内容

とも転換期にさしかかっている。また難民はもとよ

り，ＪＶＣのプロジェクトを取り囲む状況も，すでに

述べたように，大きく変わりつつある。

先の読みにくい時期であるが，当面は次のように

プロジェクトをすすめてゆきたい。

①グループ・ファーミング

難民たちの社会状況をより深く理解しつつ，この

方式で受益者の数を増やす。われわれJvcの力量に

もよるが，今後１年間で100ha前後の拡張を行う。

地域は，比較的に肥沃で未使用地の多いハルバ・キ

ャンプ以北になろう。仮にバルデラ・ダムができて

も水没しないこともある。

また，単に農場を拡大するのではなく，アグロフ

ォレストリー（注３）の促進や難民村（注４）の組

織強化など，質的な充実も同時にすすめる。

②サービス圏域

インカム・ジェネレーティングおよびコミュニテ

ィー。サービスの分野拡大，さらに，それにともな

う受益者の増加をはかる。とりわけ，女性や子供た

ちに焦点を合わせる。例えば，女性スタッフによる

保健や食生活の指導などが考えられる。

③植林

農場はもとより，難民キャンプ内の植林も原則的

に拡大する。従来はマガネイ。キャンプだけだった

が，これに隣接するドリアンレー・キャンプやわれ

われJVCスタッフが住んでいるハルガン・キャンプ

へも苗木を配る。

このような活動をつづけてゆく中でも，われわれ

は，ＪＶＣとしてのゴールを設定する時期に今さしか

かっている。

難民問題と難民救援は，世界の諸問題と同様に，

矛盾に満ちている。われわれは，この矛盾から目を

そむけることなく，その解決と調和に向けて日々の

努力を積み重ねてゆきたい。「難民が難民でなくな

る」ように，そして「難民が生まれない社会にする」

ために。

☆ ☆

(注1）ＲＡＵ：RefugeeAgriculturalUnit，ＮＲＣ

（NationalRefugeeCommission)の直轄下にあ

り，ＭＯＡ(MinistryofAgriculture)の管轄にも

入る。難民対象の農業プロジェクトを続けている政

府機関。ＪＶＣも契約上はＲＡＵの傘下にあるが，実

際は独自の活動を行っている。

(注2）ＩITT：InstituteoflnserviceTeacherTraining・

難民対象に小学校を運営している政府機関。ＲＡＵ同

様，ＮＲＣの直下にあり，ＵＮＨＣＲの資金を受けて

活動している。

(注3）Agroforestry：農業と林業を融合したもので，農

場を立体的に利用する方式。有機物の分解が早い低

緯度地域や乾燥地域に特に有効と言われている。

(注4）難民村：難民がキャンプから自主的に出て，その周

辺に造った小さな村。

－５－
Ｔｒｉａｌ＆Error７９
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3年前の農場(左）と現在(右）
昔

農業は定住の基盤だ

中岡哲也船川秀夫司会：柴田久史

農場の拡張

柴田今日はソマリアから帰国し

たばかりの中岡さんと船川君を迎

えまして，ルーク農場の変遷につ

いて座談会を行いたいと思います。

私も1983年にソマリアに入りま

して，８５年までいました。まずそ

の当時と現在ではどのように変わ

ったのか聞いてみたいと思います。

私のいたころは農場は４カ所でし

たが，今はどうですか。

船川８６年からマガネイキャンプ

の北側にユニット５が建設され，

87年９月に開かれました。１５ヘク

タールを15家族が耕作しています。

ソマリア政府の方針で，１家族１

ヘクタールになりましたので。

柴田ちょっと話は戻りますが，

ソマリア政府の方針は過去２回変

わっています。私が行く前はトレ

ーニング農場として，ｌ家族25平

方メートルが与えられていました。

83年２月からは１家族あたり０．５

ヘクタールになり，自立に向けて

ソマリアへの定住を許可するよう

になりました。そして今は１家族

１ヘクタールになったのですね。

船川そうです。それからユニッ

ト６から９まで，８７年度に建設さ

れた農場はJVCが直接手を下した

ものではなく，後に出てくると思

いますが，グループ･ファーミン

グという方式で，農民たちが主体

Ｔｒｉａｌ＆Error７９

となって作りました。

ユニット１から４まではＪＶＣが

主導して，開墾と水路建設はJVC

が責任を持つ。農民の選出は難民

と話し合い彼らが決めると。ただ

し，貧しい者とか他に職のない者

とかＪＶＣで条件をつけた。だから

基本的にはＪＶＣ主導型です。ユニ

ット５はそれまでのやり方とグル

ープ・ファーミングの中間なんで

すが。

中岡ユニット６から９までのメ

ンバーは自分たちで土地を探し，

自分たちで伐り開いたというのが

違います。今までの農場はＪＶＣが

与えたというような感じだったの

で，これが大違い。またメンバー

も今まではマガネイキャンプの難

民が中心でしたが，今はマグドー

ルやハルバなどにも広がってきま

した。

やっぱり自分たちで求めて行っ

た所だけにまとまりがあり，自分

たちで責任を持ってやっています。

船川農業だけでなく，コミュニ

ティ作り，たとえば自分たちで村

を作っていくという過程において

も協力的になってきています。こ

れはＪＶＣのアプローチが変わって

きたからだと思います。

今までは単にＪＶＣに行けば何か

もらえるということでトラブルが

絶えなかった。何でＪＶＣはくれな

いんだといって。自主的に行うこ

－６－

との動機づけにグループ。ファー

ミングは役に立ったと思う。

中岡キャンプから出て自分たち

でやっていかなければならないと

いう厳しい条件下におかれるので，

子どもでもいっしょに働いている。

やはり一人一人の意欲が違う。キ

ャンプの中にいる人には医療の心

配はないが，セトゥルダウン（定

住）したユニット６から９のメン

バーに関しては病院も学校もだい

ぶ歩かないとないわけです。

われわれは今までキャンプ内の

人間だけを相手にしていたけれど，

これからは外に出ていった人たち

をいかに支えていくかということ

ですね。

船川中岡さんがいったセトゥル

ダウンとは，ＪＶＣと農民が契約し

て，ゆくゆくは農場の近くに家を

建て，農場を経営していくという

ことです。

ポンプと土壌の保持が課題

柴田僕たちがいたころはソマリ

ア社会のことについて何も知らず，

ずいぶん軌蝶も多かった。今はど

んなことが問題になっているの。

船川ず－つと同じようなことで

は悩んでいますが，柴田さんのこ

ろと比べたらよくなっていると思

います。政治的緊張も今は少ない

し。

今の問題はポンプです。１つの



船川たしかにＪＶＣのところだ､け

虫が集まってる感じはあります。

JVCでは農薬は使わないけど隣の

農場はやってますから。タマネギ

なんかは多少影響あります。

柴田僕は農業の専門家ではない

んだけど，漠然とこうなんだろう

と思っていたのは，いっぱい木が

あってその下で農作物を作るとい

うことだったのだけれど。今後，

どんなイメージで農場を持ってい

きますか。

船川柴田さんのいわれたとおり，

方法としてはアグロフォレストリ

ーですね。「木のある農業」をめ

ざしていく。パパイヤがあって，

マンゴーがあって，グァバがあっ

て，レモンがあって，そういうの

をもう実際にやっています。

1つの作物ばかり作ると価格も

不安定だし，虫にやられやすいし。

だから分散という意味も含めてい

ろいろな木があると害が防げる。

それから輪作ということで，メイ

ズやタマネギ，豆などを交替で植

えています。これは農民の間にも

定着しているし，非常にいいんじ

ゃないかと思う。

粥ユニット６の家族数が多いのはこのグループの自主的取り決めによる。
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３ ﾉア
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ＪＶＣ農場

農場にポンプが１つしかないので

それが壊れると農場全体がだめに

なってしまう。ポンプの管理は農

場を左右してしまうのです。

柴田ほかには？たとえば収奪

農業でしょう。何も肥料をやらな

いし，あのサイクルでやっていた

らふつうだったら不可能でしょう。

船川もともと遊牧の人たちだか

ら土地を所有し，そこにずっと住

むことをしてこなかったので，そ

の土地で農業をやり続けるという

ことには無関心です。気にしなか

ったらどんどん土地はだめになっ

ていく。彼らの農場も最初の収穫

の時は非常によかったのですが，

２年後，３年後にはずいぶん落ち

ました。ＪＶＣのモデルファームで

はソルガムや豆の間に緑肥をすき

こんでいて，この方法を荻ノ迫さ

んが農業教室で教えています。彼

らも非常に興味深く見ていますがｂ

それを実際にやるかどうかは別問

題です。

今ＪＶＣがやっているグループ・

ファーミングは，積極的に農業を

やりたいというグループがあるの

で非常にやりやすい。むしろこれ

からは技術的な問題に力を入れた

いです。

柴田それでは一番の問題は土壌

で，それからポンプなんですね。

中岡ポンプの使い方が荒いとい

うか，３年の寿命なのに通常の３

倍ぐらい使うので１年半で壊れて

しまう。ポンプ代を返し終わる前

に壊れてしまうんです。

柴田塩害の方はどうですか。

船川８７年５月20,21日に大洪水

があってマガネイの農場はほとん

ど水没したんですね。もちろん作

物は全部やられましたが，塩害が

ひどいといわれていたユニット２

なんかは大水で洗い流され，心配

していたところが一気に解消され

てしまいました。これも大自然の

サイクルかもしれません。

柴田農場は全部で１５５ヘクター

ル。ユニット２は13ヘクタールか

な。ほかのところでは塩害は出て

いないの。

船川，中岡そうですね。目には

見えて出てこないですね。

柴田僕たちがいたころ定住する

とどんな障害が起きるか考えた。

土壌が問題になるだろうと思って

たけど，思ったよりもっていると

いう感じかな。ポンプは予想した

とおり。虫はどう？ＪＶＣのとこ

ろだけ緑になると虫が大発生して

農場が全滅じゃないかと心配した

けど。

－７－

定住のイメージ

柴田彼らも長期化に向けている

ということだね。僕たちがいたこ

ろは彼らもまだフラフラしていた

けれど，腰がすわったのかな。で

もやっぱり帰りたいと思っている

のかな。

中岡帰りたくても帰れない。自

分たちで伐り開いていく意欲から

見るとそこに定住したいという面

も出てきてるんじゃないだろうか。

柴田彼らが出てきてもう10年か。

なかなか動きにくいと思う。向こ

うに帰っても何もないだろうし。

出ていけといわれるか，農業が完

全にだめという状況なら帰るだろ
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うけど。

船川エチオピアに有力な親戚が

いれば帰ると思うけど，すべて投

げ出した人ならばまた一からやり

直さなければならない。

柴田そうだね。生活に基盤がで

きたからね。そのことは一番大き

い。キャンプには生活の積み上げ

がないけど農業にはある。

初めは定住のイメージがよくわ

からなかった。国連から定住しろ

定住しろといわれ，家も国連から

提供しようというのをＪＶＣは断っ

てきたという歴史があるｂ今は定

住とは生活の基盤があることだと

わかってきた。

中岡キャンプにいて農業に携っ

ていない連中というのは，食べも

のにすがりついている感じがする。

仕事をしなくても定期的に食糧を

もらえるから。

柴田ＪＶＣがソマリアに入って５

年経ったわけだ。ＪＶＣにも難民に

も少しずつ基盤ができつつあるね。

ソマリアには形としての積み上げ

がある。向こうの社会のこともわ

かってきた。

ざっくばらんにいえば，こうい

うことをよく聞くね。「前のやり

方じゃだめだ」って。正直いって

ムッとくる。それは限界だったと

思うけど，だめじゃなくて，そう

いう積み重ねがあったんだ。

船川まあ，今も同じことが続い

ているわけでしよ。ソマリア社会

の常識にとまどうこともある。

えらいところに来ちゃった

柴田それはそうと，中岡さんは

海外もソマリアが初めてだったん

だけど，どんな感じでしたか。

中岡まず，最初ルークに行くま

ではもう何ともいえない感じでし

たね。ちょうど５月上旬の乾期だ

ったものだから１００メートルおき

Trial＆Error７９

ぐらいにヤギやラクダ，牛が死ん

でいる。どんな所に行くのだろう

というのが第一印象でした。

そしてルークに入る手前の小高

い丘に立つと白いテントがずら－

つと見えて，竜巻がぼんぼ－んと

上がっているんです。大変な所に

来たなと思いました。

柴田えらいところに来ちゃった

と。人とのつきあいはどうでした。
亀

中岡やっぱり素直なんじゃない

かと思う。

船川あまりにも素直なんですよ。

日本人同士の話では｢お前は悪い」

とはいわないんじゃないですか。

けれども彼らは「お前は悪い」っ

てはっきりいうわけです。（笑）

そうかなと初めは落ちこんだりす

るわけですよ。

中岡「お前はだめだ」とか。

船川「お前はだめ」といわれて，

そうかなと考えて，でもだんだん

わかってくるわけですよ。そうす

るとあれはあれで素直なんだなと。

柴田ヘエーッ。

農業ばかりがプロ

ジェクトじゃない

柴田これまで農業を中心に話を

すすめてきましたが，それ以外の

点で変わってきたことについて説

明してもらえますか。

船川今までJVCは農業だけのプ

ロジェクトだったんですけど，そ

れだけでは非常に片手落ちなんで

－８－

す。単にＪＶＣに関ってる何百人だ

けが利益を得ていると。ほかの人

はＪＶＣも知らないし。

地域にいるＪｖｃとしては何なの

だろうということで，難民キャン

プ自体に深く関わり，コミュニテ

ィー．ディベロップメント（地域

開発）をすすめていこうと，８７年

２月から始めました。

最初にやったことは，地域社会

(難民キャンプにおける地域社会）を

作っているお母さんたちがどんな

生活をしているのか，家族が何人

いるのか，どんなものを食べてい

るのか，どんな不満を持っている

のかについて調査しました。それ

に基づいて小さなプログラムを１

つずつ組み立てていったのです。

ストーブ。トレーニング（七輪

づくり），英語のクラス，井戸掘

り，日よけづくり，植林などです。

柴田それでは簡単にそれらのプ

ログラムが今どうなっているのか

を説明して下さい。

船川コミュニティー．サービス

というのは，その地域にいい影響

を与えるもの，もちろん地域の人

々が自分たちの労働力やお金を提

供してもいいぐらいにほしいと思

っているものについて，ＪＶＣは材

料を運んできたり買ったりします。

まずストーブ・トレーニングで

すが，このストーブとは七輪みた

いなものです。対象者は10歳から

15歳までの子供と若い女』性。彼ら

水がめを作る女性たち



イピルイピル，ネムトリー，パー

キンソニアです。でもイピルイピ

ルは非常に水を必要とするのであ

とで外しました。

彼らはネムトリーというのが好

きなんです。葉っぱが大きくて家

の前に植えると陰を作ります。

３月からはマガネイの隣のドリ

アンレーでも苗木を配りました。

柴田将来的にはハルガンでもや

るの？

船川はい，今年中には植える計

画です。

これまで話したのはコミュニテ

ィーサービスです。これらとは別

に収入をあげる目的のインカムジ

ェネレイティグ･プログラムがあ

ります。これはJVCがある程度ま

とまったお金を貸し，それをロー

ンで何カ月後から返してもらうも

のです。パン屋とかじ屋と帽子屋，

それからロバの背中に水を乗せて

売る水屋さんがあります。

柴田全部うまくいっているの？

船川うまくいっています。

モデルファームの作物を売って農民に貸しつける(左が船川さん）
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はキャンプの中にいてもする仕事

がないのです◎最終的にはストー

ブ，灰皿，水がめを作っています。

今ではそれらが難民の人たちに売

れるようになりました。

柴田いくらぐらいで売れるの？

船川高さが６０ｃｍぐらいの水が

めが４００シリングです。（スパケテ

ィー皿が50シリング）

柴田すごいね。

舶川だけどストーブの方はあま

り人々の受けがよくなかった。彼

らは３つの石の上Iこものを乗せて

煮炊きするんですが，あれだと長

い木が使えるんです。で，終った

らその木をまた使える。でも七輪

だといちいち木を割って突っこま

ないと使えない。

柴田木が少なくなってきたから

太い木を燃料にするものな･

船川だからストーブ・トレーニ

ングは本来の目的と違っちゃった

んですよ。

柴田そうか。それから次は？

船川英語クラスです。英語を勉

強したい人は大ぜいいるんです。

まず12歳から18歳ぐらいまでの子

供クラスから始めました。そして

若い女性のクラス，５０歳ぐらいの

おじさんも来ているアダルトクラ

スも始めました。

柴田へえ。けつこう幅が広いな。

出席はいいの？

船川ええ出席しています。８７年

の末なんですが，子供が23人，若

い女性が26人，アダルトクラスが

50人です。すごく熱心です。

柴田次は？

船川井戸掘りです。非常に水場

から遠い地域があるんですね。試

験的に掘ってみたところ水が出て，

これならやっていけるんじゃない

かと。手掘りで10メートルぐらい

です。

ＪＶＣが道具を貸しましたが，長

老などに話しかけたら自分たちで

やると。で，今はそこにモスクを

作っています。水はちょっとしょ

っぱいですが，飲料水や生活用水

に使われています。洗い物のあと

の水は植林した木にやっているよ

うですｃ

柴田何本ぐらい井戸は掘ったの。

船川今のところ32本です。ハル

バの方にも話を持ちかけています

が，彼らも非常に乗り気です。

柴田次は？

船川マーケットシェイド，日よ

けです。炎天下でお母さんたちが

物を売っていますが，お母さんた

ちに何がほしいかと聞いたら，日

よけがほしいというのです。ＪＶＣ

が資材を提供し，彼らが自分たち

で作りました。

柴田あとは植林かな。

船川最初は単に１軒に木を３本

ずつ配っていくことから始まりま

した。１年で8000本から１万本

配り，そのうち８割は１メートル

半にもなっています。配った木は

－９－

柴田これまでの話を聞いている

と，示唆的なものをいっぱい含ん

でいると思いますね。要するにま

ず人間関係だけど，最初はお互い

に何もわからないから，言い争い

もあった。彼らも援助を受けてい

たから何とかうまく取ってやろう

プロジェクトは難民

自身から生まれる

Ｔｒｉａｌ＆Error７９



とか。親近感がわかなかった。

でもだんだんわかってきたという

か。長くいる意味もあるだろうし，

もちろんＪＶＣの努力もあってそう

いう壁を乗り越えてきたんだな。

船川ここまで来るには長一い話

し合いをするしかなかったですね。

彼らはただでものをもらえると思

っていましたから。

柴田ソマリアというのはJVCの

代表的なプロジェクトの例だと思

う。まず基礎作りがあってそれを

派生させていく。農業のやり方も

わかって，キャンプも豊かになっ

て，彼ら自身も勉強していく。

船川もちろん僕たちが教わるこ

とも多かったんですけど，彼らも

ＪＶＣから知識なり，何なり持って

いったと思います。

柴田それでは最後にルークの展

望とお二人の今後の予定について。

中岡さんは何かイメージがありま

すか。

中岡荻ノ迫さんとも話している

んだけど，農協みたいなシステム

を作ったらどうかと思う。われわ

れが引き上げたあとも彼ら自身で

やっていけるように，自分たちで

組織を作っていったらどうだろう

か。今のＪＶＣのスタッフが機械な

どを管理し，農民たちがその使用

料を支払うと。

船川具体的にこうなるというの

はよくわからないんです。僕たち

は定住のための農業をやっていま

すが，彼らが国に帰ることになれ

ばそれはそれでいいと思います。

あまり定住にこだわることはない。
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柴田将来的に彼らが帰ろうとこ

こに住もうと彼らの自由だけど，

木を植えて育てていくという，そ

ういうことを彼らが身につけるこ

とはいいんじゃないか。

船川具体的に何万シリングもう

けたから自立なのかというと，そ

うもいえない気がする。ソマリア

人の間では貸し借りなどしてお金

が回っている。書類として見た場

合はその数字に意味があるかもし

れないけど，僕はあまりこだわる

ことはないと思う。

柴田国連に報告するには数字が

必要だ。１ヘクタールあたりどれ

だけ収穫をあげてどれだけもうか

ったのか見る。でも農業をすると

いうことは単にお金をもうけると

いうのではなくて生活の基盤にな

る。援助に頼らず定住してもいい

となるのじやないか。

船川僕が一番大切だと思うのは

教育ですね。子どもたちがもっと

やる気を持っていったら先は明る

いと思いますね。

柴田僕たちがいたころ何百ヘク

タールも囲った植林地区があった。

しかしこれは失敗したね。彼らの

生活と切り離していたから。植林

とはどんな木を植えるのかも重要

だけど，水やりなどで日々かかわ

っている難民たちに木を植えるこ

との意味をよく説明しなくちゃい

けない。

彼らに密着した農業であり，技

術でないとうまくいかないね。技

術ばかり先走ってもだめなんだ。

彼らの要請の中からプロジェク

－１０－

卜が広がっていく。彼らとのかか

わりの中からそういうものが生ま

れてくるんで計画書の中からは出

てこないね。

船川僕たちの方から来年はこれ

でやろうというものではないと思

いますね。

柴田だから計画と現実のズレを

うまくあわせていく，仲良くやる

というのが基本みたいだね。

それでは中岡さん，最後に自分

の予定について聞かせてもらえま

すか。農協を休職してたんだけど。

中岡難しいとこ。（笑）

ある部分ではJvcでやりたいん

だけど，現場に行ってもそれで終

わりで，帰っても仕事がない。そ

こが一番ひっかかる。農協もある

程度期間たたないと休職できない

し。

柴田そうだね。日本の社会の現

実があるからＪｖｃもしんどくなる

んだよね。そうすると，ソマリア

に戻りたい気もするし，やっぱり

厳しいという感じかな。船川君は

どう？

船川この１年は大学に戻り，卒

業するまでがんばります。

柴田そしてソマリアに戻り，プ

ロジェクトが終わるまでがんばる

と。（笑）

船川そこまではわかりませんけ

ど，自分が必要とされているのな

らまた行きたいです。

柴田そうですね。それでは今日

はこのへんでこの座談会は終わり

にしたいと思います。

難民キャンプの全景（聖教新聞社提供）



くインタビュー＞創価学会平和委員会前田国重さん

それぞれのＮＧＯが有機的に連帯すればよい

創価学会平和委員会の前田国重さんが，昨年１０

月ＵＮＨＣＲのプロジェクトとしてソマリアのＪＶＣ

農場を視察された。その時の感想を交え，創価学

会の平和運動，及びＮＧＯとしての活動についてお

話を伺う機会を得た。

ロ今回の視察はどういう目的で行かれたのですか。

－創価学会はＵＮＨＣＲのＮＧＯとして，いくつか

の救援プログラムを支援しています。毎年UNHCR

の現場を調査し，どのプログラムを支援するか決

めます。今回はソマリアとモザンビークに行きま

した。

ロソマリアの感想はいかがでしたか。

－Ｊｖｃ農場はパイロットケースとしては素晴し

いんじゃないでしょうか。難民の人々を説得し,

自立していこうと働きかけていく。手間はかかり

ますが有効的だと思います。彼らが「同じ生活を

仲間にも伝えたい」と，農業技術や生き方を他の

難民たちにも広げています。これは彼ら自身が納

得しなければできません。遊牧民だった人々がそ

のようになるのには時間がかかったと思います。

□ＪＶＣでもタンザニアにおけるモザンビーク難民

のキャンプで活動する計画があります。モザンビ

ークの状況はどうでしょうか。

－緊急性が高いですね。ゲリラや干ばつによる

国内被災民が400万人前後飢餓線上にいます。道

路は寸断され，長距離の移動は飛行機でないとで

きません。私がいた時も二百数十人の人がゲリラ

に殺されました。日本のメディアはこのような事

態をカバーしていませんね。

□ＪＶＣはインドシナ難民緊急救援の当時から支援

していただいています。いつごろから難民問題に

関心を持たれたのですか。

－難民ではないのですが，1973年にベトナム救

援募金をやったのがこういう活動に関った最初で

す。以降，西アフリカ募金，アジア。アフリカ救

援募金をやり，７９年のインドシナ難民救援募金以

来，アジアやアフリカの難民救援募金を毎年行っ

ています。

□ＮＧＯとして海外の現場で働く計画はあります

か。

－お金だけの援助では十分でないということは

わかっています。しかし実際にまるごとプロジェ

クトを引き受けるというのには，いくつかの難し

い問題があります。ＮＧＯとしてみな特性があり

ますし，それぞれが有機的に連帯していったらい

いのではないでしょうか。

口開発プログラムにも関心がありますか。

－－難民問題は，開発と表裏の関係にあるともい

えます。とりわけ難民救援と受け入れ国の開発は

セットになっています。開発だけをめざすプログ

ラムもありますが，そちらの方にはまだ手がまわ

りません。

口今後の活動の方針とか計画はありますか。

－何ごとにも熱しやすく冷めやすい国民性とい

うこともあり，持続的な関心，世論の形成に少しで

も役立っていきたい。そのためにも，こういう問

題のチャンネルは閉じないつもりです。

今年も５月下旬にＵＮＨＣＲと共催でキャンペー

ンを行います。

口最後にＪＶＣに対して御要望があればおっしゃっ

て下さい。

－あえて申し上げれば，プロジェクトが拡大す

るのは結構と思いますが，何とか人的なフォロー

ができればいいですね。資金もそうですが，これ

までの経験を蓄積していくことも必要じゃないで

しょうか。

□わかりました。今日はどうもありがとうござい

ました。

－１１－
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①Shukuri（シュクリ）

２８歳，妻１人，子供２人

エチオピア・Godey州出身

ジャポレでプロジェクトを最後

まで続けている責任者。

「ＪＶＣはジャポレのプロジェクト

をやめることになったが，俺は，

仲間を募り，この地で百姓を続け

ていきたい。ＪＶＣから給料がもら

えないからといって，また難民に

戻るのはいやだからね’

；

「頑張っているのは，日本人だけじゃないぞ」と，誇り

高いソマリア人スタッフは思っているに違いない。「大

して役に立たない日本人スタッフなど，来てくれるな。

オレたちに任せろ」とさえ言うことがあるのだから。実

際，彼らソマリア人スタッフなしでは，プロジェクトが

前進しないばかりか，何か問題が起こっても，一向に解

識

蝦
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②Mohamed（モハメッド）

２８歳，妻１人，子供１人

ソマリア・モガディシュ出身

主に「現金収入」プロジェクト

を担当。実に誠実な人柄で，１月

から会計も。通称“アオキ"。

「君にとって何が一番大切か？」

と彼にきいたら，「平和と安全，

食糧，健康と教育だ。これらがあ

ってこそ人々は働ける」と答えた。
鯉識
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③Mohamed（モハメッド）

２３歳，妻２人，子供１人

ソマリア・ルーク地区出身

主に営農指導。通称“アブディ・

ジョブ"。あまりにも“モハメッド”

という名が多いため。

「アラーの神を信じ,毎日５回祈

り，貧しき者を救い，ラマダンを

毎年実行する。そして一生に一度

はメッカを巡礼する」と言うわり

に，あまり実行していない彼。
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⑤Mohamed（モハメッド）

２５歳，独身，ケニア･北東部州の出身

昨年までジャボレで活動していたが，現在は事務所専属で

車の運転やシアッドのアシスタントをしている。

「将来は看護士か機械技術者になりたい。もちろん，専門バ

カにはならない。全体運営もしたいね」
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④Abdullhi（アブドラーヒ）

３２歳，妻１人，子供３人

ソマリア・Johar州出身

各農場のポンプ小屋，難民用の

住居，スタッフ用の宿舎などの建

設が主な仕事。“デーク'’（大工）

と呼ばれ，ソマリア人には珍しく

口数の少ない穏健な性格。

「娘がイタリアに行きたがってい

てね。いいけど，寂しくなるな」
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⑩Siyad（シアッド）

２７歳，現在は独身

エチオピア・Bardheere出身

事務所の仕事全般をこなす。毒

ヘビ，毒グモ，サソリのいるルー

クを恐れている都会育ち。

「あれが欲しい，これを買ってく

れって，女房はいつも言っていた。

俺の給料じゃ無理だよ。だから別

れた。とやかく口を出さいな女が

いい。特に，仕事の事には」
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決しない。本当に頼もしい仲間だ。

ルークでのプロジェクト開始から，ちょうど５年が過

ぎた。ここで，中核となって活躍中のソマリア人スタッ

フ，１０名を紹介したい。（注：エチオピアやケニア出身

の者はもともと難民であった｡）
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⑨Mohamed（モハメッド）

３１歳，妻１人子２人，愛妻家

エチオピア・Kalafb州出身

ルークでのＪＶＣプロジェクト全

般を管理運営。“Ｇａｂａ(泣き虫)”

とあだ名されるほど，誇り高きソ

マリア人には珍しく，よく涙をみ

せる1情熱家。

「援助し過ぎてはいけない。難民

の主体性を極力引き出すべきだ」

とＪＶＣの役割を強調した。
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⑥Abdinasar（アブディナサル）

２４歳，新婚ホヤホヤ，エチオピアPGodey州出身

歴代のＪｖｃドライバーは，例外なく，あらつぽい運転でわ

れわれを悩まし続けた。しかし，彼はまれにみる“優良ドラ

イバー"だ。「俺は明るい展望を持っている。家庭にも，ＪＶＣ

にも。ただ，もっと機械に強くなりたいな」
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③Muhubo（ムハボ）

２５歳，独身

ソマリア・Mudug州出身

秘書と会計を担当。アメリカに

留学したこともある有能な女性。

近々結婚という噂を小耳にはさん

だので何気なくきくと「インシャ

ラー」と軽くかわされてしまった。

しかし，「子供が好きよ・でも，

６人までね」とほのめかした。
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⑦Rashid（ラシッド）

２８歳，妻１人，子供１人

エチオピア・Kalafo州出身

農場建設を全体的に指導運営し

ている。結婚後，“真面目な男'’

に転身しつつある。

「ＪＶＣがここに来た時から，俺

はいろいろ学んだよ。将来はエチ

オピアの故郷に帰り，ここでの経

験を活かして，百姓をしたい」



難民たちの声

できれば、帰りたいさ

ルーク地区には，難民キャンプの他に，難民たちが独自につくった村がい

くつもある。ほとんどの者がジュバ川沿いで農業を営んでいる。そんな小さ

な村の一つ，シルカロールで村民（難民）３人を今年１月にインタビューし

た。３人は村の中心的人物で，それぞれモハメッド回(60歳)，アリ囚(55歳)，

ディリエ回(40歳)の男性である。

間きて：モハメッド・アデン
（ＪＶＣスタッフ）

たのか？うにならんとね．…･･･

のシダモ州から1978年に出て来た。－ところで，どうやって農地を得たのか？

て故郷を離れなければならなかった。囚まずグﾙー ﾌ゚ をつくり,十分調査してから,開
住む前はどこの難民キャンプにいた墾したんだ。政府の農業省にも既に登録し，使

用権を得ている。

民キャンプだ。あんたたちJVCが住一地元民との間に問題は起きなかったのか？彼ら

ヤンプだよ。との関係はうまくいっているのか？

ﾔﾝﾌ゚を捨ててこの村に移り住むよ回Ｎａbad/(平和だ)問題ない。
のか？－ＪＶＣにどうして協力を要請してきたのか？

ﾔﾝﾌ゚ にたどりついて間もなくは緊囚わし?が住んでいたﾊﾙガン･ｷｬﾝﾌ゚ の隣人
いていた。その頃は十分な食糧が配じゃないか，ＪＶＣは。わしらはＪＶＣのやり方を

たが，年々減らされてきた。わしらよく知っている。

だよ'いつ配給が止まってしまうか－ＪＶＣが協力する前はどうしていたのか？

－どこから来たのか？

回悪態蕊劉鰯駕磯駕。
－ここに移り住む前はどこの難民キャンプにいた

のか？

囚ハルガﾝ難民ｷｬﾝﾌ゚･だ｡あんたたちＪＶＣが住
んでいるキャンプだよ。

－なぜ難民キャンプを捨ててこの村に移り住むよ

うになったのか？

画わしらがｷｬﾝﾌ゚｡にたどりついて間もなくは緊
急状態が続いていた。その頃は十分な食糧が配

給されていたが，年々減らされてきた。わしら

は心配なんだよ，いつ配給が止まってしまうか

とね。明日かもしれんしＯだから，わしらはこ

こに移り住み農業を始めたんだ。

－今も食糧配給を受けているのか？

回もらっている｡だが本当に微々 たるもんだ｡こ
こで農業をしていかなけりや，まともに食って

いけん。

－キャンプから20kｍ以上も離れたこんな遠くに

村をつくり，不便ではないのか。月３回はキャ

ンプに食糧を取りに行くだろうし，作物をルー

クの町に売りに行くのも大変ではないのか？

囚そうなんだ｡それがわしらの悩みなんだ｡満足
な輸送手段がなくて本当に困っているんだよ。

だがね，ここに移って前よりずっと良くなった。

－何が良くなったのか？

回ﾓﾗﾙが良くなった｡以前より幸せだよ。
－それでは，ここにずっと住めたら，故郷には帰

らないのか？

回いや,やっぱり故郷に帰りたいさ。しかし,故
郷が平和になり，わしらを受け入れてくれるよ

Ｔｒｉａｌ＆Error７９ －１４

皿’ ルークの商人からポンプなどを借りていた。悪
い奴らだ。わしらに働かせ，奴ら商人は収穫の

半分を取っていくんだからな。いくら働いたっ

て，ポンプはわしらの物には決してならん◎だ

から，ＪＶＣに協力をお願いしたんだよ。ディー

ゼル･ポンプ代や燃料代などを数年以内にすべ

てＪＶＣに返さにゃいかんが，結局払い終われば，

わしらの物になるからね。わしらはＪｖｃの連中

を心から信じているし，わしらをＪｖｃにめぐり

難灘溌Ｉ識;i繍蕊

N側 《灘議鍵
職灘

識§灘灘戦綴

誼

鱗：．鱒、

鍵
インタビューを受ける，左からディリエ，アリ，モハメッド。
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あわせてくれた神にとても感謝している。

－農場では何を作っているのか？

回前はﾀﾏﾈギだけだった｡高く売れるんで商人
がタマネギばかり作れと言ってたからな・ＪＶＣ

になってからは，自分たちが食べるためのトウ

モロコシを主に作っている。一部は売って金に

換えているが。

－将来はどうするのか？

回さっきも言ったように,できれば故郷に帰りた
いんだが，当分先の見通しが立たないので，こ

こに定住したい。ＪＶＣも引き続き協力してほし

い。

－食糧配給カードを将来返すつもりはあるのか？

回今回はこの土地での初収穫があったばかりだが，
将来も収穫が続けば，カードは返すつもりだ。

－この村には何家族住んでいるのか？

囚15家族約130人がいる。
－どのくらいの家畜がいるのか？

回山羊と羊をあわせて70頭前後,牛が4頭ロバ
が４頭だ。乳を飲んだり，その肉を食べたり，

売ったりしている。山羊を25頭も持っている家

族もあれば，まったく持っていない家族もある。

－あんたたちは何人の妻と子供がいるのか？

回わしは3人の妻と13人の子供がいる。

囚わしは2人の妻と,(ここで一時，子供の数を指
折り数えてから）13人じゃな。

回わしは妻が3人と子供が9人おる。
－この村の生活で困っているのは運送手段の他に

何があるのか？

回ﾄｳﾓﾛｺｼやｿﾙガﾑの粉ひきが少なくて困
っている。健康にも問題がある。

－病気になった時など，あなたたちは今どうして

いるのか？難民キャンプにあるＲＨＵ(難民保健

局)で診てもらっているのか？

囚今は伝統的な医療とコーラン(ｲｽﾗﾑ教の教
典）を読むことで治している。この村には薬が

ないからね。また，子供たちの教育も問題なん

だ。

一キャンプにあるような小学校が必要なのか？

回それもそうだが,子供たちのﾓﾗﾙが悪くなっ
てしまった。将来が心配だ。わしらが生まれ育

った所とキャンプではまったく文化が違う。ブ

ッシュと都会くらい違う。難民キャンプで生ま

れた子供たちや小さい頃ここに来た若い連中は，

難民キャンプの生活と文化に染まってしまった。

Ｔｒｉａｌ＆Error７９

今はトウモロコシも作っているよ

わしらが子供の頃は，朝から晩まで家畜の世話

で野原を走り回っていた。だがどうだ，キャン

プの子供たちは。朝から晩まで砂挨にまみれな

がらトラックの後を追いかけているだけじゃな

いか。モラルが良くなるはずがない。

－その通りだ。援助に』慣れっこになってしまって

いる。子供たちはトラックが食い物を生みだす

ものと思っているのだろうか。

回うむ……｡本当に子供たちの将来が心配でなら
ない。

－最後にあなたたちの将来についてもう一度きき

たい。農業で食えるようになり，食糧配給カー

ドも返して難民ではなくなったとしよう。そん

なある時，故郷が平和になりそこで生活できる

ような状況になったら，あなたたちはどうする

のか？その時，このルークに留まり，農業など

で生計を立てていくのか？それとも故郷に帰る

のだろうか。

囚たとえこの地で食っていけても,やはり故郷に
帰るだろう。わしらは自分たちの生まれ育った

故郷をよく知っている。忘れられんよ。故郷に

帰りたい。

一時間ほどのインタビューが終わる頃，大きな熱

帯の太陽が地平線に沈んでいった。彼らは，いつも

のようにゴザを敷き，メッカの方角に祈りを捧げ始

めた。焚火があちこちで暖かく灯る。夕飯の支度だ。

（記：鴇田）

－１５－



ラオスプロジェクト開始に向けて

プロジェクトの合意 前田初江

はじめに

1987年６月に開催されたラオス開発のための円卓

会議（Ｔ＆Ｅ７２号掲載記事参照の事）終了後，ラオ

ス婦人同盟（以下ＬＷＵと記す）よりＪＶＣに，婦人

を対象としたプロジェクトの援助要請があった。そ

れは，保育者養成施設の建設という内容である。

１１月にＪＶＣの谷山が再度ラオスを訪れ,ＬＷＵの意

図するプロジェクトの場所，目的等を確認した。そ

こでＪＶＣが専門家を派遣してプロジェクトのための

事前調査をする事を条件に，援助協力する意向のあ

る旨を伝えた。ＬＷＵはこれを承諾したので今回の事

前調査が実行したのである。こうして一気に書いて

しまえば交渉は順調に進行してきたと思われ勝ちで

あるが，ここまで到達するには長い前述部分を経な

ければならなかったのである。

いくつかの難関

そもそも，ＪＶＣがラオス国内での活動を決意した

のは，インドシナにおいて唯一ラオスで実現してい

る，難民の本国自主帰還プログラムを支持する事が，

今後の難民問題解決の糸口になると思ったからであ

る。ところが，ラオスにとって難民問題は，最も触

れてほしくない問題であるばかりでなく，どこの馬

の骨ともわからないＮＧＯが，しかも地方で活動

する事に難色を示した。ビエンチャンのＵＮＨＣＲは，

ＪＶＣとの協力実現に向けて政府と交渉中であるが，

まだまだ時間を要するであろう。そこでＪＶＣは，難

民とは直接関係はないが，村落レベルでの生活水準

を向上するような仕事ができれば，難民発生の要因

を少しでも緩和できるのではないかと考えたのであ

る。こういう折，円卓会議に参加する機会を得たの

である。

そして，今回のＬＷＵ要請のプロジェクトの内容に

関して話し合いの場を持つ事や，ＬＷＵが事業計画

申請書(プロポーザルレター)作製に手間取っていた事，

そして何よりも，ラオス入国ビザ取得が因難で，こ

れに多くの時間を費さなければならなかった事等の

難関があったのである。

かくて私たち（谷山，前田）は，事前調査直前に

なって送られてきたＬＷＵがプロポーザルと見なす９

万2723ＵＳドルの建設見積書のみを携えて，事前調

査の成功を翼に託してはるばるとメコン川を飛び越

えて，出掛けて行ったのである。

プロジェクト内容

ＬＷＵは，今までの交渉の滞りの補充でもするかの

ように，調査のためのスケジュールを用意して待って

いてくれた。私たちは毎日ビエンチャン近隣の保育

園や協同組合，ＬＷＵの支部の活動状況を見学した

り，教育省，保健省を訪問して新プロジェクトの説

明及び協力依頼をしたりした。滞在期間中，プロジ

ェクト内容に関して４回，建物に関して３回の話し

合いが持たれた。この他，カンプチア大使館表敬訪

問，ＵＮＩＣＥＦ，ＵＮＨＣＲ，日本大使館等をも訪問す

る機会を持った。

そして今回４回にわたる話し合いの経過概略と結

果は下記の通りである。

まず，ＬｗＵの要請によるナショナルトレーニン

グセンター（以下ＮＴＣと記す）自体の建設援助は規

模も大きく無理だとして，ＪＶＣがＮＴＣの前段階と

して，小規模のセンターに於ける訓練から始める事

を提案した。ＬＷＵは，婦人を対象にしたプロジェク

トは，当初の保育教育訓練も含む生活改善指導員の

訓練であるという主旨を明示し，ＪＶＣの提案を受け

入れた。

建物に関しては，ＬＷＵがビエンチャン市公共建

設流通事業所に依頼して設計図が作製された｡ＬＷＵ

の当初の見積額が二度変更され，最終的に，今回縮

少した部分は増築可能であるとし，増築か否かは今

後のプロジェクト運営状況いかんによるとする事に

なり，４万l242USドルで合意するに至った。

訓練の内容は以下の通りである。

目的：婦人を対象に生活改善指導員を養成し，全

国の，特に地方の生活改善を図る。

対象：全国の婦人

期間：第１回

６カ月（変更の可能性有り）

受講者は第２回訓練以降の受講者の指導に

当たる。

第２回以降１カ月間

Trial＆Error７９ －１６－
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ててゆくことになる。

また，プロジェクトは建物建設の資金援助のみで

なく，運営に際してもＪｖｃからの協力人員の受け入

れを承諾した。
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都市部と地方の差を縮める

センターは，最初ＬＷＵの希望していた規模の約

半分に縮少されて建設される予定になったが，ＬＷＵ

が企画するＮＴＣの布石として開始し，除々に運営を

軌道に乗せていく努力をＬＷＵ，ＪＶＣ共にしてゆか

なければならないと思う。

ラオスの社会主義は，今年で12年目を迎える。解

放以来，全国民が国家建設に参加し，その効果は直

接，間接的に人々の暮らしに反映し始めている。そ

れは，各地で協同組合やＬＷＵ支部のプロジェクトや

活動が推進されていることからもうかがうことがで

きる。

しかし，人々の生活状態に言及すれば，経済流通，

交通輸送，情報伝幡等の環境不備により，都市部と

地方の隔差は大きい。だからこそＬＷＵが計画する地

方レベルの生活改善指導員養成のプロジェクトは必

要であり，意義ある事であると確信する。

人員：第１回：２０名

第２回以降：５０名

訓練回数：年２回

訓練内容：概略

◎母子保健

応急処置，出産間隔，産前産後の健康管理，

予防接種，離乳食，子供の成長観察記録，

母乳による育児，補水療法等。

◎保育教育

教材作り，保育の環境の考察，子供の観察，

保育施設にて保育実習。

◎家事一般

食生活（食品知識，飾りつけ，調理器具の

工夫開発，果実ジュース，果実酒の作り方，

おやつ作り等）

住生活（部屋の飾りつけ，小物作り，住ま

いの衛生管理，花の飾り方等）

その他（家計簿のつけ方，趣味等）

◎農業関係

野菜，肥料，土壌，家畜の病気，飼料等の

一般知識等

以上の事項は今後検討を重ねて，詳細な計画を立

I翫輔
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に援助が入ると，伝統的な村社会の機能が崩壊し外

部への依存体質が形成される」と発言し，第３世界

への外国からの一方的な援助や商品の流入を批判し

ました。

フォーラム最終日のシンポジウムでは，インドの

パンドゥラングさんが，「ＮＧＯで活動している人に

は，３つの勲章（awardorprice）がある。第１

に周囲の人間から奇妙な奴だと思われること，第２

に孤立すること，第３に無視されること。ＮＧＯで働

くにはこういった状況に耐える覚'悟が必要だが，全

ての良いことはこれら少数者から始まる」と語り，

聴衆からの盛大な拍手を受けました。

その後の「アクションプログラムの発表」では，

早くも名古屋と大阪のＮＧＯから次期フォーラム開催

地の名乗りがあがりました。今後もこのようなフォ

ーラムが日本全国に広がり，それとともに人々の第

３世界への関心と実践活動への参加が高まることが

期待されます。（山口誠史）
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カンブチアのテレホンカードができました

盛況だったアジア市民フォーラム

３月１９，２０，２１日の３日間，神奈川県小田原市で

｢市民とアジアをむすぶ国際フォーラム」（略称：ア

ジア市民フォーラム）が開催されました。

草の根レベルの海外協力が活発になってきたなか，

市民とＮＧＯによって下から積み上げて開催にこぎ

つけたこのフォーラムに対する関心は高く，当初実

行委員会が考えていた参加者300人の規模は，マス

コミの報道もあって〆切間際から申し込みが殺到し，

最終的に５００人を越えるものとなりました。

実行委員会では企画段階から，従来の国際会議の

ように言いっぱなし聞きっぱなしというのではなく，

テーマを細分化してじっくり話し合える場作りをし

ようと心がけてきました。参加者が膨れ上がったた

め，最初の思惑のようにはいきませんでしたが，海

外協力の幅広い分野から集まった方々の問題提起や

事例報告に，各プログラムで活発な討論が行われま

した。

最初のセッションである「はじまりフォーラム｣で

は，インド，タイなどアジア各国からお招きした５

人の海外ゲストにより，それぞれの専門分野から活

動報告がありました。その中で，タイのサムルーン

博士（保健医療）は，「農村社会に外部から無遠慮

－１８－

＝

ここちよいクメーールのリズムに乗って少女たち亘
冒

のからだが動き出す。よく伸びた手足，ピンとし畠
＝

た背筋。ここはプノンペン効外にある芸術学校だ｡言
ニ

ポルポト時代を生きのびた踊り手たちが中心とな号

言って，クメール舞踊の再興をめざしている。
二

ＪＶＣは技術学校/ワークショップを運営するか三
号

たわら芸術学校にも鏡を寄贈したり，カンフ。チアニ
ニ

では手に入らない舞台衣装の材料を提供した。号
三

このテレホンカーードは50回使えて，カンパ代も含め冒
言

１０００円です。お申し込みはＪＶＣ事務所まで。畠

Trial＆Error７９



新しく会員になった方々
〔一般会員〕

岩城佳鶴，清水沙羅，畠中まりこ，小淫紀美子，

本城和彦，三本菅亨，三本菅繁，藤波かをり，

佐々木瞳子，青谷匡美，大石道子，河内節美，三

本菅和史，清水昭三，細山健，伊藤あい子，

落合恵子，吉岡俊江，平松文子，富里るみ子，中

野辿子，川崎剛，本田直美，神林順子，国貞み

どり，佃道子，緒方啓子，山口武，山口節子，

坂本純子，大角幸枝，前田和子，稲葉武司，長田

澄子，上岡直子，高野史枝，加藤民雄，多田由美，

徳武恵子，烏山剛，森本美智子，米山綿子，只

野久美子，佃朋子，菊池一徳，福富優，町井

松代，山田順子，谷口美樹子，森裕之，長縄泰

子，小林正樹，今泉益正，細谷嘉男，佐野久美子，

森千代子，大森富士夫，本田暁子，以上58名

＝
出発を前にした

本田さんと釘村さんに聞く

いよいよカンプチアのラインプログラム（母子保

健）が始まります。ＪＶＣはカンプチア保健省のもと

で，ラインセンターの運営にあたります。４月１０日

に出発する医師の本田徹さんと，助産婦の釘村千

夜子さんにカンプチアでの活動の内容と，現在の抱

負について語ってもらいました。

本田さんはSＨＡＲＥ（国際保健協力市民の会）の

代表として誰にでもやさしい内科のお医者さんです。

カンプチアに行っている３カ月は勤務先の病院が休

職扱いにしてくれました。

今回の仕事はラインセンター建設のために必要な

各省庁や国連機関，ＮＧＯとの交渉です。またライン

センターの運営に向けて，給食やワクチン，保健教

育などのプログラムのアドバイスもします。ライン

センター自体予防医学の場なので，今回は医師とし

ての出番はほとんどないのだそうです。

カンプチアでの活動について「ＳＨＡＲＥはエチオ

ピアの活動の後，主体的なプロジェクトがなく，早

く現場を持ちたいと思っていました。カンプチアは

必要性，緊急性についてもそれにふさわしい場だと

思っています」とラインプログラムに対する意気ご

みを語ってくれました。

またＳＨＡＲＥとしてはＪＶＣのプログラムの中で動

('987年８月｜日～'988年３月３i日）

〔活動者会員〕

谷本栄子，中下力，穴見令子，瀬口圭司，高野

賢，曽我泉，村田広平，山中美幸，本波三郎，

白井久美子，西由美子，釘村千夜子，岸野真紀

子，前田初江，園田奈水映，工藤芙美子，

以上16名

〔学生会員〕

鈴木孝之，根田行宣，小山祐子，青野昭裕，赤坂

泰央，松田和彦，中川東，水谷美恵子，岸田尚

子，増原善之，菊池義弘，福本扶佐子以上12名

〔団体会員〕

該当なし

〔賛助会員〕

増田忠男，仲井間宗孝，中村尚司，柏木茂，松

本貞義，笹岡小夜子以上５名

本田徹さん釘村千夜子さん

くばかりでなく，独自にカンプチアに関っていく予

定があるようです。すでにカンプチアのために40万

円ほど集め，内視鏡も送る準備をしています。

釘村さんは古いＪＶＣのメンバーなら記憶にあるは

ずです。1982年１月から83年11月までタイのクロ

ントイスラムで看護婦として働いていました。

1982年といえば行きたい人は誰でもボランティア

として参加できた時代です。自分がどんなことをし

たらいいのか，みつけるのにずいぶん時間がかかっ

たそうです。そこで気がついたことはスラムの母子

にまつわる問題の多いこと。看護婦としての仕事よ

りも，栄養，保健など病気予防の必要性を感じまし

た。その後釘村さんは助産婦としての資格をとり，

現在は“受胎調節指導員”だそうです。

釘村さんのカンプチアでの仕事はラインセンター

における母子保健活動と，将来的にはスタッフの訓

練を計画しています。「生死をさまよったカンプチア

の人々に，赤ちゃんがどのように迎えられているか

興味があります」と，釘村さんは述べています。

－１９－
Trial＆Error７９



／正木幹生さん

今は懐かしい「苦学生』のイメージも

「ＪＶＣに来始めて，一番困ったのは，アルバイト

ができないこと。だって用事を頼まれるかもしれな

いと思うと，先の予定が立てられないでしょう」

と話してくれる正木幹生さんは，いつもにこにこ

笑っています。頼まれるといやと言えない性格で，

見かけとは無関係に（ゴメン！），ＪＶＣの頼もしい女

性方のアイドル的存在です。その正木さんはこの４

月から,筑波大学の大学院，環境科学研究科(言わず

と知れたJVC代表岩崎さんのいるところ）に進学し

ました。大学在学中には週３回くらいＪＶＣのオフィ

スにきていましたが，差額の20円を浮かすため，地

下鉄の駅一つ分くらい歩いてから電車に乗る姿が見

られたものでした。

最初にＪＶＣに現われたのは，大学，年のとき。代

々木にある青少年オリンピックセンターとかで開か

れたあるシンポジウムに，コメンテーターとして出

席した森山（今は柴田ですが）久寿子さんの元気さ

が印象的だったからだといっています。

「そのときは，例のＪｖｃの『愛想なし」でしばらく

来なかったんですが，一年以上たって東京医科歯科

大学でやったシンポジウムに来たときに岩崎さんと

前川さんに捕まったんです。「学習会の世話役をや

れ』って」

そうなんです。Ｊｖｃのスタッフはいつも忙しいせ

いか,訪問者に“つれない''ときがあるんです。

’年目は学習会の世話役が中心でしたが，２年目，

つまり４年になってからは，本誌の取材，発送，定

住難民プロジェクト，ブイ．ムゥンさんを見守る会，

それに，始まるまで待てないのプロジェクトと大活

躍◎毎日のようにオフィスに顔を出す日が続きまし

た。特に，法学部のせいもあって，ブイ。ムゥンさ

(ボランティア登場２）

んの裁判に関しては，資料を作ったり通信を書いた

り大変だったようです。

学内では変わりの「懸賞荒らし」

「ＪＶＣにかかわってきて，一番いいことは，見聞

が広まったというか，見方が深くなったというか，

そういうことですね。ぼくは日赤の海外交流のボラ

ンティアをしたり，大学の１，２年のころに，学内の

論文募集に『海外協力」や「ＮＧＯ」の論文で応募し

たりと，それなりの知識や関心は持っていたつもり

です。しかし，大きな方向性のようなものは変わっ

ていないんですが，具体性，というか，現実』性とい

うかそんなものが加わりました。いまでは，あんな

もの書かなきゃよかったと思うくらいです」

と，正木さんは謙遜しますが，その論文は入選し

て二度にわたって数万円を得たとか。決して書かな

きゃいいというレベルではないもののようです。

「それと，ちょっと変なんですが，来るところがあ

るというのはいいですね。いつも熱烈に歓迎される

というのじやないけれど，それなりに相手にして貰

えますからね」

と学生らしい感想。失礼を承知で“学校では多少

変わり者という評価でしょう”というと，正木さん

は残念そうにうなずきました。

４月から晴れて筑波大学院生になる正木さんです

が，最初の活動は，日本赤十字の代表として，オー

ストラリアで行われる会議に出席すること。太平洋

を囲む14カ国から28人の代表が集まるという重要な

会議のようです。といってもＪｖｃのオフィス周辺で

評判になってるのは，往復の飛行機のこと。日本航

空，それもエグゼクティブクラスで行けるというの

が，ＰとかＥとかいう航空会社を利用することが多

いJVC族の羨望の的になっているのです。ちなみに，

季節によって違うのですが，東京・バンコク往復で，

ＪＡＬは格安の会社より２～３万円高いのです。

筑波に引っ越す正木さんは，これまでのようには

事務所に来れなくなります。それでも今年はＪｖｃカ

レンダーの製作販売を担当するとか，“なんとか赤

字は出さないようにしないと”と今から緊張してい

るそうです。

第三世界の都市問題を研究したいという正木さん，

バンコクのスラムにＪＶＣの開発プログラムの担当者

として赴任する，そんな日がくるといいですね。（Ａ､Ｇ）

Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ７９ －２０－



－２１－

1988年３月２５日現在

Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ７９

ＪＶＣプロジエクト

活動地名

東京本部

神奈川県

(ＪＶＣ神奈川）

匠画

(ウォロ州）

エチオピア

活 動内容

渉外，事業計画，資金調達，ポランブィア調整，会計

総務，情報収集および広報等。

磯関誌『トライアル・アンド・エラー」発行。

《ＪＶＣ脱明会・毎ﾉj第１月曜:］午後６時～９時

第３土曜日午後１時～４時

学習会月１回午後６時～９時
C希望荷にはハガキにて連絡）

神奈川県内における渉外，！]『業計画，桔報収集，資金
調達等を行う。

神奈jli県及び県内の市民団体との共同事業の企凹，運

営号定･住難民プロジェクトのコーディネーション

ＪＶＣ説明会一毎月第１火曜Ｈ午後６時～９時

毎ﾉ:I第２:,!邑曜Ｈ午後１時～４時

３月19～２１口に小田原市において‘‘アジア市民フォー

ラム,，(市民とアジアをむすぶ国際フォラム)が開かれ，

３日間で500人以上の市民が参加した。

●定住難民プロジェクト

１月25F|，全国社会福祉協議会会議索において難民連
絡協議会が開かれ，幕務局長の堪野のほかに定住難民
関係でＩｌｌｕと落合が出席した。全社協の方から昨年に
引き続き「定‘住難民フォーラム当開催の提案があり，
今後開催に向けて検討を雨ねていく。
３月１：１，『もしもしあのね」第５弓が完成し，ボラ
ンティアの人たちと発送した。

３月20円，“アジアI了民フォーラム叩の定住難民分科
会で，Ｊｖｃから落合が事例報群を行った。分科会では
今後も参加した各市民グルーープ間の連絡を緊密にと…：
ていくことが確認された。

●東金農場

東金農場の今後の発展について，地元の支援者と

ＪＶＣ代表等の話し合いが続けられている。

●緊急食料援助

他団体に先がけて87年８月より開始したfoodfor

ｗｏｒｋにより，現在のとど.ろ飢餓の予防に成功して

いる。しかし次の収穫期まで１年間村人の生命を守
るため,約65万人を対象とした食糧配給を続けざる
を得ない。食糧，輸送力，倉庫の確保を急いでいる
●総合的復興促進

1．植林

農民，母親，子供を対象に指導，その後家庭植林
用に苗木を配布。上壌・水源保全則に航えつけを
終えた。

2．保健，栄養

家庭菜園，離乳食の訪問形式による奨励が母親自
身の手で行われつつある。地元診療所とともに母
．=F健康相談も実施している。

3．給水

清潔な飲料水確保のため，泉の保護をしている。

種子銀行，農業教素も引き続き行っている筈

劇資剛体

全国社会福祉協

議会

ジャパン・タイムス

神奈Ⅱ;県福祉部
横浜キワニスク

ラブ，全国老人

クラブ連合会，

国際交流ホスピ
タ：；ティ・トラ

スト，禅林寺龍

華会班令，「チャ
リティ・ウヵー．

クかぶがわ.！

ＣＲ:)Ａ

西木願寺。チャ

リティ・サイク

ル，メリノール

修道士会，全国
老人クラブ連合
会，バンド・エ

イド，東京グリ

ーン・ウォ・‐ク，

ジャパン・タイ

ムス，モラロジ

・・ＭｌＲＣ，Tree

forlifeの会，

栄光学園,..チャ

リティ・ウォ･一

クかながわき，

Ｒ本少林寺挙法
連盟

川１１４者

岩崎駿介（代表〉

星野昌子（ijF務局長〉

加藤志保，林達雄，

前川昌代，鴇別.:三方，

:瓢Ｌｉ駒，富安光Ｆ，

岩崎美佐子，柴田久史

アィネス・バスヵピル

:．:Ｉ:誠史

山LI誠史，落合正幸

谷木栄子,他約6(>人

松岡美奈子

東金市民有
上
ロ

加納妙，伊藤達男

D}藤髭子，育木敦屡‘

山閉媒

イエットベルク，ソＥ:『･モ

ン，バレタ，フェテルヮ

ルク，ダニエル



舌動地名

画ｱ］
マカ

ハノレノ、

Ｉ・キャンプ

(ゲで一郡）

・キャンプ

(ケドー部）

ジャボレ。､キャンプ

(ヒラン郡）

カンプチア

／プノンペン､

カンダール県

プレイベン県
(スバイリエン県ノ

|弓~牙スー
〈ビエンチャン）

'１，ｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ７９

活 動内容

●農業による自立促進

じＮＨＣＲは農業などにより難民の定住を推し進め，

援助を除々に打ち切る方向をより明確にしてきた．
‐方，世界銀行の資金でジュバ;IIL:;流にダムを造る
,;１．画が進んでおり，もしこれができると現存のＪＶＣ

農場（l55ha)の約]/３帖水没してしまう。このよう

な外的状況の変化も考慮し，このプロジニクトの今
後の展開について現場スタッフを窪心に現在検討中

である:，

農場では４月からの雨期の準備をしている。

●植林

これまで農場とマガネイキャンプ内を植林してきた

が，非常に好評なため，ドリアンレーー・キャンプと
ハルガン・キャンプでも苗木を配る準備をしている。
●現金収入

パン屋，水屋，かじ屋などは順調に収入を得ている。
●コミュニティー・サービス

ハルバ・キャンプ周辺でもこのサービスを始めるた

め現在調斉[I'であるｃ

ついに雨期のきざしが現れた。キャンプ内の植林に回

け，準備を糟えている。|順調な降雨を切に望む。

1．サンタピー墨ツプ（平和〉技術学校，ワーク・ショ
ソフロ

ｌノニ１２１月より，技術学校の試みと１，での機械エ初心
者向研修が３カ月のゴースで開始された。タッカン
とディー鬼ンが指導に当たり，５７人の訓練生がI5j席し
ている巻

2．井戸掘り／給水〈ＯＸＦＡＭと共同）
’１，ＯＮＥ(井戸掘り機)‐〉カンダール県〔87年度21本〕
ハイドロリック（〃）季プレイベン県，スバイ
リエン県で続行巾。〔87年度51本〕
農林省水利局はＴＯＭ－３を活用して給水活動を行

うため，カンポッi､県でのかんばつ地域を調査中。

４１１以降，、ＪＶＣ
ポッI､県38カ所

のワークショッ

でﾉ|:戸掘りを行

3．プレック・ピノウ孤児院援助

ﾌﾟで２木，他にカン

う予定。

８月１３i１，男多寮の補修完成:，雨漏りもなくなり非
常に明るくなった。雨といも水タンクも完成:,，あ
とはトンレサップ川からの給水と浄水システムを残
すのみとなった:，

４．Ｒ1ｺ､ｍ・プログラム<母子保健）

３Ｊ]９：:，臨時に建てられたＲＩＮＥセンタが完成
し，それに２週間ほど失京ち母子の登録と母親に対
する教育などの活動が開始された。以前からプノン

ペン郡病院で働いていた助産婦，肴護婦６人と，３
カ月間の訓練を受けた若い准肴護婦９人，そして２
人の准医師が活動に取り組んでいる．

●生活改善指導員養成センター

婦人を対象に母子保健，幼児教育，家政一般，農業
訓練等の‐股知識修得i､tびに実習を教育省，保健省
の協力を得て行うセンタ・・の運営援助股び技術協力
を予定。

センタ…開設ｙ･定は1989年』ｊｊ。

－２２－

出資団体

ＵＮ二ＣＲ，

創価学会青年平

和会議，

仏国.上をつくる

う会

朝日新聞厚生文

化事業団，
砂漠に極をまく

人の会，

Ｈ,.’・ジャパン

関東青年会議所

､Z和繋余

全国老人クラブ

辿合会，

創価学会青年平
和会議，

モラ17ジーＭＩＲＣ

、E佼成会，

1動屯労連，

庭野胃;z和財団，

Ir』Ｃチャ!ﾉティ

グループ，

西本願寺‘

善興寺ダーーナ躍
金，

高岡寺族尚年会
覚法寺,デチャリ

ティ・ウォーク

かながわ｣，

日本少林寺学法
連盟，
毎口新聞大阪社

会事業団，

大竹財団，

東京都社会福祉

協議会

木I幡律.子チャリ
ティコンサート

担当者

金-F一弘，モハメッド・

アブディ，シアッド，

荻ノ追善（，『::野間：，
モハメッド，ラシッド，

アオキ，アブディ・ジョ

フ，ムハボ，アブドラ・瞳，

アブディナサル

シュク･ノ

熊岡路矢，蓑田健一，

蓑田玲子，馬清，

〔カウンタ・パート〕
タック・カン，アム・デ

ィエン，メアス・サメッ

ﾄ，ゲット・ソーン

(保‘健省）

アン・サルン医師

(カンダル県保健局）
ニム・ニユム医師

谷山博史，前Ⅱ]初江



■
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活動地名

画
（ ンコク事務所

カオイダン

(カンプチア

難民キャンプ）

国境のサイト２，

ノンチャン

(カンプチア

難民村）

パナニコム

(第二伝|定住待ち

難民・次収容施設）

地域開発

(ノ §ン室ク市内の

スラム地区）

人材派遣プロジェクト

<ＰＦＡＣ，

パラヮン烏）

フィリピン

活 動内容

渉外，事業計幽』資金凋達，ボランティア禍轄，会計

総務，情報収集および広報，バザー，古本のセール。

季刊『ニューズ・レタ・』（英語・タイ語）発行。

ｅ西崎憲司記念技術学校

今月初め円丞に受け入れられた約20名のクメ・・ル人

がパナニコムに移動した。現在今年度の．学期の試
験を行っている。４月から二学期に入るが，定住イ

ンタピ.．L－による生徒および教師の減少が懸念される。

●補助給食・栄養保健教育

長い話し合いの結果，やっとＪＶＣのあとをＣＯＥＲＲ

(タイの団体)が引き継ぐことに決まり，３ノｊ３ＬＥを
目度に着々と準備が進められている。
サイト２の北と南の間に新しくオ・プンマケット
ができ，タイ人が商売をしている。
ついに貯水池の水位が最低となり，現在キャンプに
山から引く水のパイプをＵＮＢＲ()(国連国境援助機

関)が建設中である．

●文化オリエンテーション

・日本定住予定者

①、本譜学習の聴礎（読み，書き，聞き取り〉

②日本語の副常会話の習得

③Ｈ本に関する概略的な理解を促す
④渡航に必要な事柄への理解と実科

ｏＨ本以外の国への定住予定者に手続きの理解を深

めてもらう。

３Ｊ｣１１i］カンプチア難民28人がカオイダンからパナ

ニコムに蚤,1着。２１日より授業を始める。。.方２ノ：１
円に勉強を始めたラオス難民は16日で勉強を終え，

１８日にバンコクへ移された。彼らは31F1にＨ本へ際

発する予定。

●奨学金援助

毎週｝曜ｕ，アソク地区で子供クラブ（図書活動，

あやつり人形など）を開いている。

●クロントイ図書館

図書の整理を行っている。

クロントイの他の地区でも図書活動できないか調査

している．

●移動図書

ＪＶＣと地域住民の手によ・てナンシ･-図書館が完

成した。

●農村開発

４ﾉjl2r]にＭ村で学校給食プログラムのセレモ皇皇一
を行うたい“パパ，，で資金を集める準備をしている。
“パパ”とは行事やお祭りの前に集める寄付のこと。

・国際移民委員会<IＣＭ）・第三国定住手続きにとも

なう医療業務及びキャンプ内でのプライマリ・ヘル

スケアー｡

出資団体

全国社会福祉脇

議会

ＵＮＨＣＲ

ＳＶ〈StichLing
vluchtclmg）

ＷＦＰ／ＵＮＢＲＯ

天理教千葉

モラロジーＭＩＲＣ

ＪＯＦＩＣ，

Ｗｅｌ』〔ｗｅＡｓｉａ

Ｔｒｆ)ｅｆｏｒｌｉｒｅ

の会
雄勝町町内寺院

会

国際ソロプチミ

スト駿河

城西病院

担諜者

ポンピモン・チャイブ･‐ン，

石原淑子，力毛ン・ミン

ムアン，スン畢一・テイ

チャリヤクン

ノムヨット・ラタフータム

浦水俊弘

スラポン．

ブーム，ウィンナイ，
スピチャ，チュ、‐ン，

前野博美〃,上代るり

フォード・順子

訟岡善和，
アブン・ブダミリンプラ

ティー･プ，

ウィパ・ロンプリック

バティト・チャンスリャオン

サムルアイ・ジョンヨークラ

ン，：ノ･一ラ・クンゾ･【ｺン

Ｆ１メン・スンサマラヤ

石ｦ.::弘代



犬養道子・「みどり－本」募金

東京0-212497 （３月小計1.941.952円）

犬養道子さんの御厚意により，ＪＶＣに上記の口座を設け

ることになりました。この募金はエチオピアの植林プロ

ジェクトに使われます。

Trial＆Error（試行錯誤トライアル。アンド・エラー）第79号
発行日昭和63年４月20日発行（毎月20日発行）通巻79号

昭和57年９月16日第三種郵便物認可

ＪＶＣの活動とその目的に御理解を

しみなさまの募金が支えるＪＶＣの活動一救援活動をより充

実させるため，以下の募金をお願いしています。なお募金の

20％をＪＶＣの運営経費に充当させていただいています。

Ａ､アフリカ難民救援募金（３月小計47,000円）アフリ

カの難民・飢餓民への救援プロジェクトに使われます。

Ｂ・グリーン・フォー。アフリカ募金（３月小計139,986円）

アフリカの土壌回復，農業，植林等に使われます。

Ｃ・インドシナ難民救援募金（３月小計12,000円）タイ国

内にある各難民キャンプのプロジェクト費にあてられます。

Ｄ・カンプチア募金（３月小計649,460円）カンプ

チア国内の復興のために使われます。

Ｅ・タイ・スラム募金（３月小計12,000円）バンコ

ク市内のスラムにおける生活向上のためのプロジェクト及

び図書活動に使われます。

Ｆ・スラムの子供奨学金・基金（３月小計８１６，０００円）バンコ

ク市内のスラムの子供達が学校へ通う費用を援助します。

Ｇ,タイ農村募金（３月小計1.000円）タイの

農村開発のために使われます。

Ｈ･定住難民募金（３月小計０円）定住難

民のための日本語教材費と家庭教師の交通費に使われます。

１．ＪＶＣ運営経費募金（３月小計０円）現場を

支えるのに不可欠な事務運営経費，人件費に使われます。

Ｊ・ラオス募金（３月小計70,000円）ラオス

の婦人の生活向上プログラムのために使われます。

Ｋ・無指定募金（３月小計932,936円）

●エチオピア緊急救援募金（３月小計127,000円）

しJVCとは一ＪａｐａｎlnternationalVolunteerCenter

は1980年２月，タイのバンコクで設立された民間救援団体

です。1979年暮れの，インドシナ難民の大量流出をきっか

けに，日本から駆けつけた若者と，現地タイですでに活動

を始めていた日本人とが一体となり，現在の組織の原形が

できました。ＪＶＣは,活動者の自発的な意志に基づき，日

本の個人・団体からの寄付金，国連機関からの委託金等に

よって運営されています。ＪｖＣは，人種，国籍，習慣，

宗教その他の信条の違いを越えて，難民および同様の窮境

にある人々を対象にできる限り継続的な活動を行ないます。

しＪＶＣの会員募集について－会員は，総会に出席し，

ＪＶＣの方針などを決定する他，情報.資料の入手，各種の

活動・報告会。上映会・学習会等へ参加することができま

す。また正会員には自動的に，機関誌（Ｔ/Ｅ）をお送りい

たします。会員の種別と年会費は以下の通りです。

正会員(誰重;:::::重重員削::：
・賛助会員金品による支援（金額は自由です｡）

し機関誌『Ｔｒｉａｌ＆Error」のみの購読について

・毎号１冊送付年間購読料3,000円

・毎号４冊送付年間購読料10,000円

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

①会員：東京５－４８３６５加入者名一ＪＶＣ会員係

②T/Ｅ：東京３－５４１８６加入者名一ＪＶＣ東京事務所

（住所，氏名，購読開始月をお書き添え下さい。）

編集後記
傍送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

東京９－２７４９５（募金種目名をご記入下さい｡）

加入者名一ＪＶＣ東京事務所

伝編集部からのお詫びが２つ。

ここのところ本誌の発行が遅れぎみです。催し物の期日

に間に合わないこともあり申しわけなく思っています。ど

なたか手伝って下さる方はいらっしゃいませんか。取材な

どのできる方は大歓迎です。なお，５月はお休みです。７９

号は６月の発行になります。

７８号の12ページ，穴見令子さんのお名前が穴水令子さん

になっていました。どうも申しわけありませんでした。

－２４－
Trial＆Error７９

定価送料共300円
●

印刷所（株)ベスト･プリンティング

＊本誌の記事・写真等の無断転載。複写を禁じます。

昭和63年４月２０日発行(毎月２０日発行）

編集人前川昌代

発行人星野昌子

発行所日本国際ボランティアセンター(ＪＶＣ)東京事務所

〒113東京都文京区湯島３－１－４会田ビル５階

衝０３（834）２３８８ＦＡＸ：０３（835）O519

Telex：7604025ＪＶＣＨＱＵＣ

神奈川事務所〒231横浜市中区山下町２産業貿易セ

ンタービル９Ｆ財神奈川県国際交流協

会内露045（671）７０８２
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